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鼻はじめに
2次相転移系の動的性質を調べる際､さまざまな手法が用いられるが､それらは何らかの仮定

をIEl要とし､その仮定が正当かどうかは自明でない.そこでわれわれは統計力学の基礎であるハ

ミルトン力学に立ち戻って動的性質を調べる【11｡この報告では､臨界点付近での動的性質とし
て､平衡のまわりで揺らいでいる系が(実効的な)エルゴードに向かう速さを調べ､臨界点付近で

最もエルゴードに向かう速さが遅くなる事を示す【21｡

鼻モデルとオーダーパラメータ
2次相転移を起こすモデル系として､3次元正方格子上に並んだ古典スピンが最近接相互作用

している次の系(XYモデル)を考える事にする｡

H(q,p,-墓妄pt,I=(1-cos(qi-q3･,,, (<iJ･,は最近接格子間でのみの和)･ (1,<ij>

ここで､Ⅳは全系の自由度であり､以下ではⅣ=143とする｡

この系の臨界エネルギーはE/N-3.0程度であり､以下では ."

E/N-2.8,3.0,3.3に対する結果を示す.
この系のオーダーパラメータを次のように定義する｡ 仰

･(i,=.A(i,I,A(t,-請 (cosqi,Sinqt･,･ (2,
平衡のまわりを見るため､M(i)の時系列の最初の10,000ス
テップは捨てた｡

鼻オーダーパラメータの動的性質
系がエルゴードに向かう速度の指標として､以下のような

圭を考える【3】｡
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図 1:読(3)の時間変化｡両対数

表示｡図中の数値は耳/即の値｡

((△和 )2)-((扉(i)- (M(i)))2), ただし､m (i)=iLtdi,Mi(i,)･ (3)

ここで､上付の添字 iは初期条件を区別し､<･>はいろいろな初期条件に対する平均を表す.

読(3)がOに向かう速さで､エルゴードに連する速さを知ることができる｡数値計算の結果を図

1に示す｡比較のため､M(i)の時系列がマルコフ的なときに中心極限定理から予想される直線

(-1/i)も示した.この図から､(l)臨界点付近で最もエルゴードに達しにくいこと､(2)M(i)
の時系列はマルコフ的とはみなせないこと､がわかる｡
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